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辛
高岡短期大学で は , 昨年度から1年生200名全員に情報処理基礎教育を実施して い る ｡ 1年間
の 情報処理教育は , 教官の 意図と学生 の 評価に多少 の ギ ャ ッ プはある もの の , おおむね当初の 目
標に対して は 成果をあげたと言 える ｡ しか し, そ の内容を詳細に みて み る と , 学生が今後ス テ ッ
プア ッ プするため に欠かせ な い 本質的な問題が い く つ かあ げられ ､ それに は新たな教育方法も必
要となる ｡ 一 方, 新し い ネ ッ トワ ー ク コ ン ピ ュ ー タ環境で の教育は , 教官, 学生 の双方 にと っ て
お も い がけな い 良 い 結果をうみ だす ことに もな っ た ｡ こ れらの 問題や成果から , 情報処理基礎教
育がめ ざす方向や 問題解決の ヒ ン トを得る こ とができた｡
キ ー ワ ー ド
コ ン ピ ュ ー タ リテ ラ シ ー , ネ ッ トワ ー クリテ ラ シ ー , 学科混成ク ラス , 複数教官制
1 は じめに
近年, 大学や企業は言うまで もなく, 個人
の 活動に至るまで , 世をあげての マ ル チメ ディ
ア化の 中で , ｢情報化｣ と ｢ ネッ ト ワ ー ク｣
と いう 2 つ の 波動が大きなうねりと な っ て 文
明社会全般を覆い つ くそう として い る ｡ こ の
風潮の 中 , 大学 で は教育の 一 環と して 情報処
理を習得させ る必要性 が叫ばれ , その 教育の
在り方に つ い て も論議さ れ て い る 1)･2)｡ しか
も , 高等教育の 普及化の 趨勢に も押され て ,
情報処理教育を全学生を対象とする科 目と し
て 設置する大学が相次い で 出て きて い る ｡
高岡短期大学 で は , 1995年4月 よ り共通基
礎科目と いう位置づ けで , 産業 工芸学科 (金
属工芸 , 漆工芸 , 木材工芸 , 産業 デザイ ン の
4専攻) と産業情報学科 (経営実務 ､ 情報処
理 ､ ビジネ ス 外語の 3専攻) の 両学科1 年生
合わせて201〕名全員に ,
一情報処理基礎教育を
実施する こと にな っ た ｡ 共通基礎科目実施に
あた っ て は ,.
一 般基礎知識の 習得はもちろ ん
であるが ､ 学生間の 交流と視野の拡大をも念
頭に 置い て い る ｡ 従 っ て , 前期は情報処理基
礎 Ⅰ と い う科目名 で , 学科およ び専攻の枠を
はず した混成ク ラス の編成と し , 後期は情報
処理基礎Ⅱ と いう科目名で , 学科別に専攻を
混在させ たク ラ ス 編成と した ｡ なお , 本教育
を実施する にあたり, 教育用ネ ッ トワ ー ク シ
ス テ ム を新設整備 し, 専門教育の ため の 前ス
テ ッ プと して の コ ン ピ ュ ー タ教育で はなく,
様 々 な状況の 中で コ ン ピ ュ ー タ を道具と して
利用する ための 基礎教育を目指した ｡
産業情報学科
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産業工 芸学科の 中 に は作家を指向する学生
もおり , 産業情報学科の 学生との 混成ク ラ ス
で取り上 げる情報処理基礎教育で は , 当初 ,
(1) 学生の 知的関心をい か に引き出すか , (2)
全学生に共通の リ テ ラ シ ー と は何 か , (3) 数
学や コ ン ピ ュ ー タ を苦手とする学生の 質や レ
ベ ル 差 , (4) 教育用コ ン ピ ュ ー タ環境 の 整備
の 仕方,(5) ネッ トワ ー ク環境 における教育方
法 , な どの 諸問題をクリ ア して い か ねば なら
な い こ とが予想され た ｡
筆者 は , こ れまでも , 学生の コ ン ピ ュ ー タ
に対する意識変化 に着目 して 情報処理教育に
つ い て 調査研究をして きた が3)-5), 本稿 では ,
以上 の 前置きを前提 と して 高岡短期大学 にお
ける情報処理基礎教育の 1年間を振り返り ,
その 間に直面した教育上 の 問題点 , つ まり教
官の 意図と学生の 反応や評価等の差異 , 想定
以上 の 効果や想定外 に発生した問題点な どを
紹介し , 今後こう したネ ッ ト ワ ー ク教育環境
下 で の コ ン ピ ュ ー タ リテ ラ シ ー 教育の あり方
に つ い て 議論の 題材を提供し , 併せ て ご教示
い た だけれ ばと思う ｡ なお , 本稿 の情報処理
基礎 Ⅱは , 産業情報学科関係を主として おり,
産業工芸学科関係に つ い て は ､ 別の機会に譲
る こ とにする ｡
2 情報処理基礎教育の実際
情報処理基礎教育を実施する にあたり , 先
に述べ た学生間の 交流と相互理解 , 他分野 へ
の視野の 広が りに加え, 専攻に偏 らな い コ ン
ピ ュ ー タリ テラ シ ー 教育の 実現に むけ, 実際
に我 々 が目標と した こと , 実施 した教育内容
に つ い て 述べ る ｡
2. 1 情報処理基礎教育の基本的な考え方
今後ネ ッ トワ ー ク化が進み , 社会全体が コ
ン ピ ュ ー タを簡便 に用 い て様 々な情報を日常
的に利用する よう に なる と , 現在我々 が自然
言語で 文章を読んだ り, 書 い たり , 人 にわか
りやすく話す能力と 同様 に , コ ン ピ ュ ー タ を
利用する能力が問わ れるよう になるであろう ｡
一 般 の 情報処理教育の 在り方と して , その 源
泉を コ ン ピ ュ ー タサイ エ ン ス に置 い て展開す
る と いう考え方もあるが , それ らも決 して 専
門教育 と同じよう に具体的な内容そ の もの や
専門用語で あらわ に教える ことを指すの で は
なく , 取り上 げる教材や教官の コ ン ピ ュ ー タ
サ イ エ ン ス に関する意識が低 い 結果実施さ れ
る操作主義的な情報処理教育 に対する警鐘と
捉える べ きで あろう ｡ 本学の 情報処理基礎教
育 で は , こ れら の こ とを踏まえた上 で , 様々
な状況下で コ ン ピ ュ ー タを道具と して 利用す
るた めの 基礎を身につ ける ことをめ ざして い
る ｡ ･
それ が為にはまず, コ ン ピ ュ ー タ で の作業
を ｢楽 しい｣ と感 じ, より ｢興味｣ を持 つ こ
とで コ ン ビ
ー
ユ ー タ利用の 動機付 けを促進 し,
試行錯誤の 過程か ら生まれ る ｢ 達成感｣ と
｢知的満足｣, およ び ｢知的好奇心｣ の 育成が
必要 で ある と考える ｡ さら に , 問題の 解決に
コ ン ピ ュ ー タを道具と して 利用して , 情戟を
収集 し整理 ･ 分析する力と外界 に対 して の 表
現力の 育成 - と発展させ る こ と であろ う ｡
1 年前期 の情報処理基礎 Ⅰ で は , 動機付け
と道具と して の 利用の 基礎を中心 に , 後期の
情報処理基礎 Ⅲ で は , 様 々 な場面で の 発想や
情報の 扱 い に つ い て の リテ ラ シ ー 育成をめ ざ
した ｡
2.2 情報処理基礎教育の教育環境
先に述べ た基本的な考えか たに基づ い て ,
1年間の 情報処理教育 を実施したが , こ こ で
は , そ の 実際的な教育環境に つ い て ､ ①教育
用 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム , ②ク ラ ス 編成 , (彰
担当教官 , ④授業の 内容と組立 の 4点に つ い
て 述べ る ｡
2.2.1 教育用ネッ トワ ー クコ ンピ ュ ー タシステム
授業は , マ ッ キ ン ト ッ シ ュ 4 4台 ( 内教官用
2台) と プリ ン タ ー 1 2台 ( 内カ ラ ー 6 台)､
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イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ー 4台 , お よ び教官の端末
を映し出すモ ニ タ ー 25台が設置さ れて い る メ
ディ ア ル ー ム で行 っ た ｡ 端末は マ ル チ メ ディ
ア 対応で 映像や音声の 取り込み再生がで きる｡
また 自習教材作成室 には , マ ッ キ ン ト ッ シ ュ
端末8台を常時自由に使える よう に設置 して
い る ｡ 各端末は学内L A Nを介 して イ ン タ ー
ネ ッ ト に接続さ れて い る ｡ 他に , 情報処理専
門教育を念頭 に置 い た ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 3
台と学生用端末31台を設置した ア ドバ ン ス ド
コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グル ー ム が用意されて い る ｡
授業で 利用する ソ フ トウ ェ ア は､ ワ ー プ ロ ､
通信 , ドロ ー , ペ イ ン ト, 表計算 , デ ー タ -
ベ ー ス を兼ね凍え-た競合 ソ フトを中心に扱う ｡
他 に は ､ 言語開発環境や動画 , 3 D , C AD ,
他国語対応 ワ ー ドプ ロ セ ッ サ な どを導入 して
い る ｡
2.2.2 ク ラス構成
情報処理基礎 Ⅰ は , 1年生前期に設定さ れ
た両学科の 必須科 目で ある ｡ 両学科あわせ て
およ そ200人の 学生を均等 に 混在さ せ て , 40
人程度を1 ク ラ ス とし , 全部で 5ク ラス で編
成されて い る ｡ 授業は週1 回 (90分) の1 5回
である ｡ 授業の形態は , 講義+演習の 形式で
ある ｡
情報処理基礎 Ⅱ は , 1年生後期 に設定され
た各学科別の 必須科目 とな っ て い る ｡ 産業工
芸学科約75名 (2 クラ ス), 産業情報学科125
名 (3 クラス) で ク ラス を再編成し , 各々 の
学科 にお ける ク ラ ス は , 学科 内で の 専攻の枠
をはずして 混成と したもの で , 情報処理基礎





学生全員に対する最低限の リテ ラ シ ー と い
う 目標 の 下 , 学生 間の レ ベ ル 差や進度の 違 い
に対する方策と して , 1 ク ラス あたり主 , 副
各 一 名ず つ の 教官と学生課実習係 2名の 計 4
名が担当 した ｡ お およそ学生10名に 1 名の ス
39
タ ッ フ と いう こ と になる ｡ 教官 は少 なくとも
一 人当た り2 ク ラス 以上 を担当した ｡
2.2.4 教育内容
(1)情報処理基礎Ⅰ
情報処理基礎 Ⅰで は , 日本語の 文章が作れ
て , メ
ー ル が出せ る よう になる こ とお よび ,
2次元の 作図 ･ 描画と文章な どを組み合わせ
た表現まで できるように なる こ とを目標と し
た ｡ 15コ ｢7 にお ける授業内容 はお およ そ次の
通りである ｡
① 情報と社会 , イ ン ト ロ ダク シ ョ ン
② - ⑥ キ ー ボ ー ド練習と日本語文章作成
(ワ ー プロ)
課題 : 自己紹介
⑦ - ⑧ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (電子メ ー ル)
課題 : 電子メ ー ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に
つ い て の 意見
⑨ - ⑬ 表現 (ドロ ー & ペ イ ン ト,
写真ス キ ャ ン)
課題 : 家の 見取り図等の ドロ ー 作品
⑭ - ⑮ 結合演習とまとめ
課題 : 文章 , ドロ ー & ペ イ ン ト, ス キ ャ ン
の 組合せ で 身近に使えるもの
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(2)情報処理基礎Ⅱ
情報処理基礎 Ⅱに つ い て は , 学科別に内容
は異なる ｡
産業工 芸学科で は , 発想を刺激し伝達を可
能とする装置と して コ ン ピ ュ ー タを位置づ け,
学生の 卒業後 に遭遇するで あろう 3 つ の 場面
を想定 し, それぞれの 場面で 自分が位置 して
い る立場 , 解決しようと して い る 問題 , 解決
に 向か い 今自分が何 を して い るの かをイ メ ー
ジしなが ら操作を行う こと に 配慮 した課題を
想定した6)｡
① - 6) 第1 場面 (観察) ビ ジ ュ ア ル な表現
を必要とする場面
(釘 - ⑲ 第 2場面 (発見) 発想と問題解決の
場面
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⑪ - ⑲ 第3場面 (媒体) デ ー タ ベ ー ス と プ
レゼ ン テ ー シ ョ ン の 場面
⑮ これ か ら コ ン ピ ュ ー タと接する世界
と は
産業情報学科 で は , 企業等で使 われる代表
的な表計算 とデ ー タ ベ ー ス を利用 して情報処
理の 基本を学ぶ こ とを目標 にした ｡ 表計算で
は , 分析と情報整理の基本を学び, デ ー タ ベ ー
ス で は
,
5 - 6人の グル ー プを組み , テ ー マ
の 選択か ら情報の 収集 , デ ー タ ベ ー ス の 作成
まで の プロ ジ ェ ク ト経験をした ｡ 授業の 時間
割り当て はおお よそ以 下の 通りで ある ｡
① ビジネス 分野にお ける情報処理 につ
い て
② - (む 表計算
課題 : グラ フ を利用した分析 レポ ー ト
⑦ - ⑫ デ ー タ ベ ー ス
課題 : 身近な情報デ ー タ ベ ー ス の作成
(グル ー プ作業)
⑬ - ⑭ 課題発表会 (プレ ゼ ン テ ー シ ョ ン)
⑮ マ ル チ メ ディ ア の 可能性 と今後
2.3 教官側の 意図と方策
混成ク ラ ス の編成に は , 限られた専攻内だ
けで なく専門分野を超えた視野の広 がりと学
生 間の 交流の 促進と いう期待が ある ｡ 一 方 ,
40名あまりの 集団で の情報処理教育を進め る
にあたり, 入学以前の経験の 有無 , 専攻の 違
い による学生の興味の格差, 数学や コ ン ピ ュ ー
タ ヘ の 嫌悪な どの様 々 な学生間 レ ベ ル差が生
じて くる ｡ さら に , 1年の 情報処理基礎教育
の 目標の 一 つ は , コ ン ピ ュ ー タ 利用 - の動機
付けにある ｡ その ため に は t 使う楽 しさと興
味を促す こ とが肝心 で ある ｡ さ らに , 学習し
た集積が次の ス テ ッ プで 生か され る こ とに よ
る好奇心の 広がりを助成する授業構成や課題
を工 夫する必要が あろ う ｡ また , ネ ッ トワ ー
ク社会に お ける リ テ ラ シ ー と して , これ ま で
の リテ ラ シ ー に加え, ネ ッ トワ ー クリテ ラ シ ー
が重要に な っ てくるが , まずは, 日常的にネッ
トワ ー ク を利用する習慣を付ける こ とが必要
で ある ｡
こう した点を考慮して , 情報処理基礎教育
で 一 貫 して 実施 した方策をまとめ ると次の よ
う になる ｡
(1) 複数教官別に よ るサ ポ ー ト体制の 強化
(2)全ク ラ ス 同 一 教育内容の提供
(3) 道具として の 利用に重 点 (コ ン ピ ュ ー タ
それ自身は教えな い)
(4) 講義+実習の授業形式
(5) 授業に合わせ たス テ ッ プア ッ プ的な課題
(6) ネッ トワ ー ク環境を利用 し た課題の 提出
とQA方式
3 情報処理基礎教育の評価
本章で は , 教官側が意図した方策や環境の
下 , 実際に教育を受けた学生の 反応と評価を
述べ , 教官が意図した こ とと学生の 反応や評
価を比較する ｡ さ らに , その 成果やあら たに
問題と な っ た こ とな どを述 べ る ｡
3.1 学生の評価
表1 は , 5月 , 9月 , 2月(平成8年)の 3
度実施 した学生の 意識調査の コ メ ン トと , 電
子 メ ー ル や 直接 の イ ン タ ビ ュ ー 内容を整理し
たもの で ある ｡
図1(P 43)は , 1 年間の 7 つ の 授業項目 に
つ い て ､ 興味関心と今後の 利用意欲の 2 点に
関して 産業情報学科の 学生が つ けた順位の 平
均を相対的に示 したもの で ある ｡ 縦軸は興味
関心 ､ 横軸 は今後の 学習意欲を表し ､ 各軸の
数値 は順位 で ある ｡
3.1.1 混成ク ラス と複数教官制
混成ク ラ ス へ の 評価 は比 較的高く , そ の根
拠と して は , ｢友達が増え , 専攻 以外 の 人 と
の 交際が広が っ て うれ し い｣ と いう交流の ひ
ろが りと , ｢ 課題 で は , そ れ ぞ れ の 分野 で 得
意な人の 作品に刺激され た｣ と い っ た異分野
へ の 理解 に つ ながる評価 があり , 当初の 目標
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表1 教官の 意図と学生 の 評価 (*印は半数以上 の学生 から の コ メ ン ト)
評価項目 l 教官側の 意図 学生
全 体 ･ 楽 しく授業を受ける * わかりやす い授芸
･ 興味関心を持 つ * 楽しみ なが ら理侍
･ 道具と して 利用する意味を知る ･ 始 め て の こ とが4
･ 内容が総花的で∃
･ 専門用語が多くオ
混成クラ ス ･ 学生 同士 の 交流の拡大 * 交流の 範囲が広≠
･ 専門以外の 分野 へ 視野の 拡大 ･ そ れ ぞれ に得意i
･ 全ク ラ ス 同 一 内容 の 提供 ･ 授業 の 中 で交流弓
複数教官制
･ 学生 の レ ベ ル差 の 配慮 * わか らな い 点が｢
･ 学生 一 人当たりの 充実したサ ポ ー ト * 安心感がある
･ 丁寧 で親切
･ 先生が多くて お1
･ い つ も頼 つ て しミ
授業の構成と進め方 ･ 全員 の学生が理解で きる内容と進度
･ 初心者にもわかl
･ 授業 +実習形式による理解を促進する * ゆ つ くりした授業
･ 実習中待ち状態(
･ 講義を短く, 実弓
課 題 ･ そ れま で の学習内容の 集積を意識 した
･ 課題によ つ て理解
課題の 設定によ る理解の 定着 ･ テ ー マ が実際に1
･ 身近な題材をテ ー マ に した課題により * 量は少 し多い が 一
使用する目的を明確にする ･ 友達と協力しなカ
文字入 力七文章作成 ･ キ
ー ボ ー ド練習を徹底する こと で 初期 ･ キ ー ボ ー ドの 上〕
の レ ベ ル 差をなくす ･ レ ポ - ト や手紙一
･ 習得 した技術が直ちに生 かせ る ･ 文字を入力するだ
ド ロ ー & ペ イ ン ト
･ 楽 しく学 ベ る * 堅苦しく なく楽
･ 工 芸学科学生と情報学科学生間の 刺激 ･ 絵が下 手でも楽
効果 ･ 他 の 人の 作品をノ
･ マ ル テ ィ メ デ ィ ア ヘ の 導入 ･ 色や機能が多彩
･ 手書きに比 べ て制
･ ド ロ ー と ペ イ ン
電子メ ー ル
･ ネ ッ ト ワ ー ク リ テラ シ ー の 導入 * 時間や距離を気
･ 新 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン手段 の 体験 * 複数の 人と の や
･ 他大学の 友人や




･ 問題 の 発見( 視点), 情報 の収集, 整理 , ･ 将来役にた つ こ と
分析 , 報告 , 発信 な どの 一 連 の情報 の * グ ル ー プ で の課
流れと目的にあ つ た情報の 扱 い を経験 が大変だ つ たが,
す る ･ 個 々 の 情報の集
･ 実務 で の活用 を前提と した基礎力の 養 ス が で きる こ と
成 ･ 難 しく興味が な












ち つ かな い
りやす い構成だ っ た
なの で よく理解できた
の 時間がよくあ っ た
して欲し い習を多く
を深める ことが できた
使えるもの で良か っ た
やりが い があ っ た
s
l
らの 課題は楽しか っ た
達がうれ し い







ト の違 い が わから な い
にせ ずできて気軽
りとりが楽 し い




題は ス ケ ジ ュ ー ル 調整
楽しくやりが い があっ た
積 で大きなデ ー タ ベ 一
に 感心した
し1
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で ある学生間交流と他分野 へ の 視野の ひろ が
りと い っ た点で 良 い結果を生ん で い る ｡
また , 学生 レ ベ ル差の 対策と して 実施した
複数教官別に関 して は , ｢い つ も そば に い て
もらえて 安心感がある｣ ｢ 分か らな い 点 がそ
の ときに すぐ解決した｣ と い っ た評価が多く,
授業 - の全体評価で ｢つ い て い けるか心配だ っ
たが , 1年間楽 しく授業を受ける こ とが で き
た｣ と い う意見が多い こ とか らも, 複数教官
制の 効果 は大き い と思われ る ｡ しか し , 一 方
で , 少数意見 で はある が , ｢い つ も頼 っ て し
まう｣｢分か らない うち に先生が 勝手 に解決
して しまう｣ と い っ たもの もある｡ こ の点は,
学生の依頼心の 助長に繋がる危険性が大きく,
今後の あり方を検討しなくて は ならな い ｡
3.1.2 授業の 構成や進め方
授業の 進度や構成に対 して 学生 の 評価 は ,
｢ゆ っ くり進ん で い くの で わ か りや す い｣ と
い う意見が多く, ｢ 遅い｣ と感 じ る学生が 以
外に少数で あ っ た こと は , 予期 しな い こ と で
あ っ た ｡ さら に , ネ ッ トワ ー ク上 で の 教材の
提示に時間がか か っ たり, ひと りの 学生の コ
ン ピ ュ ー タ の 故障の た め に授業が進まな い こ
ともあり, ｢ 待ち時間が多 い｣ と感 じ て い る
学生 が少なか らず い る にも拘 わらず , その 間
何も しな い で待 つ こ と にさほ ど苦痛を感じな
い 学生が多い 点が気がかりで ある ｡
また
, 授業は , 講義と実習の 組み合わせ で
実施 して い るが , 講義はおまけで実習が主体
と考える学生と講義の 裏付けを実習で 体験す
る と考え る教官との 意識差は 大きい ｡ こ とに
コ ン ピ ュ ー タ の 概念教育が不足した ため に起
こ る実習上 で の 戸惑 い が非常 に多く発生 して
おり , ｢ もっ と実習を多く して 欲 し い｣ と い
う学生 の ニ ー ズ に 反 して 基礎理論の 必要性 を
感 じて い る ｡
3.1.3 授業内容
全体的な評価と して は ｢よく理解で きた｣
とする学生が80 %以上 になる ｡ しか しながら,
｢ 総花的｣ で ｢表面的｣ と の 指摘 に見 ら れ る
よう に , 楽 しく興味を持 っ て もらう と いう点
に意識が偏り, 道具として 利用する意味 につ
い て 十分 には理解されて い な い と いう の が実
感で ある ｡
『文章作成』 で は , コ ン ピ ュ ー タ操作 の経
験 がなくとも違和感なく身近 で , 習得 した技
術が直ちに レ ポ ー トな どで生かさ れる と い う
点か ら授業の初め に実施 して い る が , 入学以
前の ワ ー プ ロ 経験者が50 %以上 である5)現在,
ワ ー プ ロ 自体 - の 興味関心は低 い ｡
『ドロ ー & ペ イ ン ト』 の授業に関して は ,
産業情報学科の 学生 にと っ て 今後さ らに学習
した い と い う意欲は低 い もの の , ｢ 堅苦しく
なく楽し い｣ と感 じる学生が多く, 特 に , 工
芸学科の 学生 の作品に 情報学科の 学生 が新鮮
な驚きを素直に出し, 工 芸学科学生 の ｢ 意識
の向上｣ と情報学科学生 にと っ て ｢大きな刺
激を受けた｣ こと は ､ 混成ク ラ ス の効果と し
て 特筆す べ き こと で ある ｡ さ ら に, 新 し い発
見は , ドロ ー や ペ イ ン トの ような興味の ある
分野は こ とさ ら操作を詳細に教授する こと が
なくて も, 学生が自ら どん どん 新 しい 操作を
見 つ け出して い く能力を持 っ て い ると い う点
で ある ｡ ド ロ ー と ペ イ ン トの 時間は当初 5 -
6時間割り当て たが , 実際は , 総合課題と写
真の ス キ ャ ンの 授業を追加する余裕が で き,
こ れが学生の 学習意欲をそそ り､ 非常に好評
で あ っ た ｡
『電子メ ー ル』 は, 新しい コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 道具として の利用価値を体験するネ ッ トワ ー
ク リ テ ラ シ ー 教育と して 有効な教材 である ｡
初めの 内は , ネ ッ ト ワ ー ク初年度による 障害
や予測で きなか っ た学生の操作や設定 ミ ス に
より , ｢操作や設定が難し い｣｢不信感がある｣
と い っ た気持ちを植え付 ける結果と な っ た ｡
しか しなが ら , 徐 々 に設備が整う に つ れて ,
電子 メ ー ル や イ ン タ ー ネ ッ ト - の 学習意欲が
高くなり , マ ス メ ディ ア な どの 影響も受けて
高岡短期大学 の 情報処理基礎教育
｢ もっ と多く知りた い｣ と い う学生の 要望は
高くな っ た ｡
産業情報学科 で 後期に 実施 した 『表計算』
に つ い て は , ｢将来の 為 に な っ て う れ し い｣
と評価が高い 一 方で , ｢ 難しく て 興味が も て
ない｣ と い う意見も多く, 同時に今後の 学習
意欲も低 い結果と な っ て い る ｡ 前期の 目標で
ある ｢ 楽しく興味をもたせ る｣ と いう内容と ,
産業情報学科と して コ ン ピ ュ ー タを使 っ た情
報処理と いう 一 歩進ん だ内容との ギ ャ ッ プが
大き い よう で ある ｡
『デ ー タ ベ ー ス』 に 関して は , グル ー プ作
業で 進めた結果, ｢ 学生同士の ス ケ ジ ュ
ー ル
調整に苦労した｣ が , ｢ 分担し て 集め た情報
が集積され て , しかも簡単に 使える こ と に感
心 した｣｢意見を言い 合 っ て 苦労 し た け ど完
成してう れしい｣ という反応があ っ た ｡ グル ー
プ毎の 発表 に は , ｢ もっ と準 備時間をか けて
発表 したか っ た｣ と いう意見もあり , 来期に
生か して い きた い と思う ｡
興味 ･ 関心
図1 産業情報学科学生の興味関心と今後の意欲
( 座標数値は各授業項目 の 相対順位)
3.2 コ ン ピ ュ ー タ利用状況か らみ た評価
新設の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム で の 情報処理
教育 を実施する以前は , コ ン ピ ュ ー タ ル ー ム
の 利用は , ほ と ん どが情報処理専攻の 学生 の
利用で あり , 他専攻の 学生 が利用する 機会 は
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少なか っ た ｡ 実施後は , メ ディ ア ル ー ム や自
習教材作成室を授業以外に利用する学生の 顔
ぶ れは 一 新 し , 課題の 提出時期には待ち行列
が で きた(〕
情報処理基礎 Ⅰ (前期)の 終了時点で の 調
査で は , 情報処理基礎 の授業以外 で利用 した
学生 は全体の 半数で , 利用内容は ｢電子メ ー
ル｣ と ｢ 文章作成｣ が大半で あ っ た ｡ ほとん
どが他授業で の 課題や授業の 中で海外の 大学
と メ ー ル交換をするな どの 利用に 限ら れて お
り , 本来の 目的で ある自発的な利用まで には
浸透 して い な い の が実状 で あるが , 数多くの
他授業 に利用され る こと による効果は大き い
と思わ れる ｡ い ろ い ろ な授業の 中で様々 な形
で コ ン ピ ュ ー タ利用が取り入れ られるこ とで ,
道具と して の利用の 目標が明確 になる であろ
う ｡
3.3 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン空間の発生
(1) 教官同士の 議論 の活性化
近年小学校等で テ ィ ー ム テ ィ ー チ ン グと い
う形式の授業が実施され て い る が , 大学等の
高等教育機関で は, コ ン ピ ュ ー タ の 授業 で は
教官が 一 人 , 余裕の あると こ ろ で は大学院生
や上級生な どが ア シ ス タ ン トと して サポ ー ト
をすると いう仕組みをと っ て い る ｡ 我 々 のと っ
た複数教官制は , 教官の 負担が大きくな っ た
問題はあ7D もの の , 学生の 様子を詳細 に観察
する機会を得る こと がで きた ｡ そ の 観察結果
をもと に教官同士の 意見交換が活発に行われ ,
授業内容 jP進め方 - の 迅速な対応が実現 でき
たの で はな い かと思われ る ｡ さら に次に述べ
る議論 へ と発展する引き金 にな っ た ｡
(2) 教え る こ と - の 再考
一 般 に情報処理教育は , 情報処理専攻学生
に はプ ロ グ ラ ミ ン グ, 経営実務専攻学生には
ビジネス ソ フ トの 利用と い っ たように専攻を
意識 した 内容に なりがち で ある ｡
情報処理基礎 Ⅰ で は , 文章作成 , 電子メ ー
ル
,
ドロ ーー& ペ イ ン ト (作図･ 描画) な どを
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題材に , 専門に偏 らな い リテ ラ シ ー 教育を目
指して い る ｡ こ れ に対 し , 担当する教官は全
て 理系の 教官であり, 工 芸学科の学生に 対し
て作 図や描画を どこまで 教育で きるか , 操作
の み の教育で な い とすれば , 何を どこ まで 教
える こ とが で きる か , そして それ が正 鵠を射
て い る と言えるの かと懐疑的に な っ たり , 絵
を措 い たり表現する と い うユ 芸ある い は美術
の 分野 に関わりの 少な い 教官が教えるという ,
落差と矛盾に悩んだりする教官もあ っ た ｡ し
か も, これ に類似する ような問題は - , 二 に
と どまらず発生し, それぞれの問題に教官個々
人の 対応の 仕方が 問わ れるこ とにな っ て きた｡
こう した諸問題 に直面 した時々 に , 素直にお
互 い 意見をぶ つ け合い コ ン セ ン サ ス を得 , あ
る い は認識を新た にしなが ら対処 できた こ と
は
, 教官間に教育と い う面もさ る ことなが ら
こ れ以外 にもよ い 関係が形成され ると言う予
想外の 成果もあ っ た ｡ こう した コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 形成はとりもなお さず複数の 教官に
よ る教育が醸成 した新 し い コ ン ピ ュ ー タ が作
り出した新 しい 空間とは言えな い だ ろうか ｡
(3)学生と教官 ､ 学生と学生の 関係
ネ ッ トワ ー クを介 して 教官に質問をする学
生 は
, 各々 の教官に メ ー ル で 質問したり , 自
分が発見 した ソ フ トウ ェ ア の 使 い 方な どを報
告したり し, 教官の部屋に 直接尋ね て 来るよ
うにもな っ て , 縦型の 教官と学生と いう従来
の 固定され た関係 でなく, 専攻やク ラ ス を越
えた教官 と学生の新 し い 関係も生まれ始め て
い る ｡ また , 学生相互 間でも , 学科や専攻 に
しば られる こ と なく , コ ン ピ ュ ー タ と い う新
しい 媒介を通 して コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を取り
合う仲間づ くりが始ま っ て い る ｡
4 情報処理基礎教育の
問題点と解決の ヒ ン ト
学生 の 評価と教官側からみ た問題点を整理
する と次の よう な点が上 げられる ｡ さ らに ,
そう した 問題点や効果を相互 に関連づ けて み
ると , い く つ か の 問題の 解決の ヒ ン トを得る
ことが で きる ｡
4.1 問題点
(1)学生の 依頼心助長の 問題
複数教官制や教官の すばや い サ ポ ー トは ,
学生が安心 して 実習する環境を作る には効果
があ っ た ｡ しか しながら , 短時間で 答えを出
すこ とや答えを推測して 数個の 回答か ら選ぶ
と い う教育を長年受 けて きた学生にと っ て ,
こう したサ ポ ー ト体制は , よ く考えずにすぐ
答えを求め ると い う姿勢をその まま助長させ
て しまい かねな い ｡ 技能教育で は なく, じ っ
くり考えて 答えを出す論理 的な思考を養う こ
と に こそ コ ン ピ ュ ー タは最適な道具で もある
はずで ある ｡
(2)概念教育の 不足の 問題
上 記の ような問題 は , 一 つ に は概念教育の
不足 に原因が ある と考えら れ る ｡ ｢楽しく興
味を持 つ｣ ｢道具と して 利用す る｣ と い っ た
点を意識 し, コ ン ピ ュ ー タと い う道具 に つ い
て の 基本知識を最低限の 講義に押さえた結果,
十分に学生に理解さ れず ､ フ ァ イ ル の 概念 ,
階層構造の 概念と い っ た知識不足によ る操作
ミ ス や戸惑い が散見さ れる ｡ 実習を多く して
欲し い と いう学生の 要望に反して 基礎理論の
必要性を感 じ ざるを得な い ｡
講義は実習と違 い , なぜ これ を学んで い る
の か と い う目標が伝 わりにくい 分 , 繰り返し
の 講義とそ れ に 関連した実習テ ー マ を組合わ
せ工 夫する こ とが必要と考えられ る ｡
(3)情報 モ ラ ル の 問題
ドロ ー & ペ イ ン トの 最後 に , 各自の 顔写真
をス キ ャ ナ ー で取り込む実習を実施 した ｡ そ
の 結果 , 総合課題では , キテ ィ - ち ゃ んや ディ
ズ ニ ー ラ ン ドの キ ャ ラ ク タ - , 書物 の 中の 写
真な ど様 々 な種類の 自作 で はな い 写真や絵柄
をその まま利用 した作品が提出さ れた ｡ コ ン
ピ ュ ー タ の ソ フ トウ ェ ア の 著作権 の重要性と
い う点か らの み ならず , 社会活動の 中の 著作
高岡短期大学の 情報処理基礎教育
権 に つ い て の リテ ラ シ ー の 教育の大切さを改
めて 認識せ ざる を得なか っ た｡ 2年度からは ,
イ ン タ ー ネ ッ トの授業を増や して おり , なお
さら に情報の 利用の モ ラ ルや ネ ッ トワ ー ク上
の マ ナ ー 向上の 必要性を感 じて い る ｡
(4) 教官の負担 と授業内容の均 一 化の 問題
複数教官制は , 全ク ラス 同 一 授業内容と休
講の な い 講座を提供する こ とが できた ｡ また ,
学生の レ ベ ル 差対策の みならず, 教官の 教育
経験や専門分野の 違い に よ る授業の 不均等を
なくすた めの , つ まり教官の レ ベ ル 差を解消
する こ と に も非常 に効果的で あり , 教官同士
の 活性化に つ なが っ た ｡ しか しなが ら , 当然
担当ク ラ ス が増える こ と による教官の負担の
問題は大き_く, さら に , 各教官の特色ある講
義を封 じて しまう恐れ や , 教官が固定化する
こと に よ る内容の硬直化の 問題も起きて くる ｡
(5) コ ン ピ ュ ー タ利用の 継続の 問題
1 年間の 情報処理基礎 の 授 業の 最 後 に ,
｢と て も楽しく受ける こと がで きた｣ ｢今後も
利用して い きた い｣ と コ メ ン トした学生の 多
くは , 2年生にな っ て も コ ン ピ ュ ー タ を使用
して い るもの は比較的少な い 7)｡ もち ろ ん ,
直接 コ ン ピ ュ ー タを操作 しなくとも部分的に
デ ー タ の 分析や管理の ため に今後利用する こ
と に なる かもしれ な い ｡ しか しなが ら , い ざ
利用しようとする と利用するまで の 作業の 面
倒さ が先にた っ て , 本来の 目的よりも利用す
る こ と自体が 目的に な っ て嫌悪さえ感 じる こ
とが ある ｡ コ ン ピ ュ ー タを日常的に使用する
こ とは , 使用する こ とが負担 に ならず , 本来
の 成 し遂げた い仕事を実現 したり ､ 発想を刺
激し , 支援する こ とを可能にするはずである ｡
4.2 問題解決の ヒ ン ト
(1)ネ ッ ト ワ ー ク の 力を有効 に使う
3.3章で 述 べ た新 し い ネ ッ ト ワ ー ク が作 り
出した コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン空間は , 個 々 の 人
間同士 の 関係に 良い 結果を生 ん で い る ｡ 今回
の 情報処理 基礎教育は , 初年度と い う こ とも
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あり, 十分なネ ッ ト ワ ー ク利用の授業が実施
で きなか っ た点もあるが , 学生の5月 , 9月 ,
2月 にお ける意識調査と , 2年目の 5月時点
で の 追跡調査で は , 電子メ ー ル をよく利用す
る学生ほ ど コ ン ピ ュ ー タ に対 して 利用度も意
識も積極的であ っ た ｡
また , ネ ッ ト ワ ー ク の 上 で は教官と学生の
関係がうまく機能し始め て おり , また , 学生
同士 で情報を交換 したり , 共同で レポ ー トを
作り上 げて い く な ど, 今後 こう した関係が濃
密に進展する には , ネ ッ ト ワ ー ク の 利用の 仕
方を工夫する こと と次 に述 べ るイ ン フ ラの 整
備が重要 である ｡
(2)イ ン フラ の整備
ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を整備充実する こ と
は , 情報処理教育に 非常に重要であるこ とは ,
こ れまで で 明らか で ある が , それを大学全体
で利用する こ とが さら に大きな意味をも つ ｡
授業の 様々 なと こ ろ で コ ン ピ ュ ー タ が道具と
して 利用さ れたり , イ ン タ ー ネ ッ トの情報を
利用して レポ ー トを提出させ たりと い っ た使
い 方が され るよう になる こと によ っ て ますま
す活性化するで あろう ｡
しか しながら , 現在は実際に利用され て い
る授業はまだ数少な い ｡ こ の理由の 一 つ には,
教官自身が , ネ ッ ト ワ ー クを利用する こ とに
よりそ の 有効性を実感する設備が十分 で はな
い こ とがあげられ る ｡ つ まり , 一 部 の教官が
研究用に 利用する こと に加え , 全職員が利用
で きる学生 デ ー タ ベ ー ス を充実 したり, 事務
連絡な どの 身近な事務手続きがネ ッ トワ ー ク
上 で利用 しや すく , 価値を実感で きるような
ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テム を整備する こ とが必要
で あろう ｡ さら に , 学生 に は , 学内の 至 る所
で ラ ッ プ ト ッ プ パ ソ コ ン な どで ネ ッ トワ ー ク
に 繋げる こ とが できるよう なネ ッ ト ワ ー ク設
備の 早期実現が好ましい こと で あろう ｡
(3)概念教育の 盛り込み方
コ ン ピ ュ ー タ を道具と して 扱える よう に す
る と は , 現状の コ ン ピ ュ ー タ の み ならず, 技
46 小 松 裕 子
術の 進歩によ っ て 近未来に現在の ような コ ン
ピ ュ ー タ以上 の性能の コ ン ピ ュ ー タが 出現し
て も , また現在の ような使われ方で はなく ,
全く違 っ た使わ れ方が現れ た場合 にも状況の
変化に対応で きる能力をあわせ持 つ と言う こ
と でもある ｡ そ れ に は道具の こ とをよく知る
必要が ある ｡ 問題点で もあげたよう に , 実習
の様 々 な場面 で概念教育の 不足を感じる こ と
が起きて い る ｡ こ れ らの概念は , 講義だけで
理解させ る こ と は非常に難し い ｡ が , 学生 は
実習や課題には少々 困難な テ ー マ で も 一 生懸
命頑張る こ とや , 興味の ある分野で は , 操作
を詳細 に教える こ とは必要な い こ とも体験 し
た ｡ こう した こ とか ら , 概念教育は講義時間
が少なくて も , 実習や課題を工 夫する こ とで
実現で きるの で はない だろうか ｡ 例えば , フ ァ
イ ル の概念の 教育の 例と して は , 複数の 文書
を名前別や 内容別にフ ォ ル ダ ー を作成 して 整
理させ る だけでなく , その結果を使 っ て フ ァ
イ ルを意識的に検索させ たり, ワ ー プ ロ 文書
とテ キス ト形式の 文書の 違 い を調 べ させ たり
する こ と で , 実習体験 しながら概念を身に つ
ける こ と は可能で あろう ｡
その ため には ､ 現在教官各々 が作成して い
る授業用 プリ ン トの オ ン ライ ン テ キス ト化な
ど､ 学生がネ ッ トワ ー ク環境 の 中で ､ 自然自
然に知識を得て い く環境づ くり に つ い て こ れ
まで 以上 に考慮する必要を感じて い る ｡
4.3 2年目の 改善
(1) 教育用コ ン ピ ュ ー タ の 更新
課題提出の 時期 に は , メ デ ィ ア ル ー ム も自
習教材作成室も満員になり , 連日夜遅くまで
作業 して い る状態が続くこ ともあり, 端末機
の 不足が問題 で あ っ たが , 今期か ら自習教材
作成室の コ ン ピ ュ ー タ を10台増設 した ｡
ま た , メ ディ ア ル ー ム の A V シ ス テム を更
新 して より充実した教材の 提供が で きるよう
にな っ た ｡ それ に伴 い , こ れまで の 一 斉方向
の 端末の 向きを学生同士が 向か い 合う様に変
更 し, 教官が移動する空間を広く動きや すく
した こ と で , 各学生の状況がより把握しやす
く した ｡
(2) 授業構成と内容の 変更
情報処理基礎 Ⅰ で は , 1年目はネ ッ トワ ー
ク 関連の授業は電子メ ー ルが主体で , イ ンタ ー
ネ ッ ト等の 授業が比較的少なか っ た ｡ また ,
電子 メ ー ル 自体もネッ トワ ー ク シス テ ムの サ ー
ビ ス が十分で なく , 学生に戸惑 い が 見受けら
れ たの で , 本年度はイ ン タ ー ネ ッ トと電子メ ー
ル に時間を多くか ける こ とと した ｡ 一 方, 教
官が事細か に説明せ ずとも学生が自ら学びと っ
て い く分野 は , 配布資料や オ ン ラ イ ン マ ニ ュ
ア ル を整備 したりする こ とで 個々 の 授業の 時
間を短くする こ とを考えて い る ｡ また , 新し
い 企画と して , 一 人 一 人が ホ ー ム ペ ー ジを作
成 して 課題作品を発表するなどのネ ッ トワ ー
クを利用した情報発信の 方法の 一 つ を経験す
る こ とで 新し い ネ ッ トワ ー ク リ テ ラ シ ー を つ
けて もらえたら と考える ｡
5 おぁ りに
情報処理基礎教育 につ い て , 筆者の 経験を
基に , 教官側の 意図と学生の 評価 な どか ら ,
そ の 効果と問題点をあげた ｡ 学生が次の ス テ ッ
プ ヘ 自ら踏み 出す活力を与える点にお い て は,
教育環境はまだまだ十分とは いえない が , 個々
の 問題点からその 解決 へ の ヒ ントを得る こ と
が で きた ｡
本論文を作成する に あたり, 貴重な ご意見
を頂 い た大阪大学小郷助教授 , 情報処理基礎
教育を 一 緒に 担当して くださ っ た , 近藤助教
揺 , 野瀬助教授 , 田中助教授 , 藤田講師に深
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